









































深 見 嘉 明
Extending sources of innovation in medical and healthcare field: 







キーワード： イノベーションコンテスト（Innovation contest），患者起点イノベーション（Patient 
innovation），カタログギフト（Gift catalog）


















Not Invent Here 症候群を乗り越えて組織外か
らシーズを獲得するインバウンドという 2 つの
方向性にオープンイノベーションを分類してい











た（Laroia & Krishnan, 2005；Melese et al., 









































































がメガファーマの 1 つである Eli Lilly による
Innocentive である（Sawhney et al., 2005；
Huston and Sakkab, 2006）。








なる。Eli Lilley 社のみならず，他にも Bayer
が Grants4Targets initiative と呼ばれるコンテ
ストを開始するなど，世界の大手製薬会社が創
薬にクラウドソーシングを活用するという試み
を採用するようになる（Lessl et al., 2011）。
米ハーバード・メディカルスクールでは，







いる。また Harvard Clinical and Translational 
Science Center ではオープン・ユーザー・イノ
ベーションの専門家である Kevin J. Boudreau， 
Karim R. Lakhani らと共同でコンテストを展










































































































































参加型デザイン（Wu & Richards, 2005）が医
療従事者やツール等の設計者が注目しにくい日
常生活の問題を解決するために用いられてきた
（Kanstrup et al., 2008；Skeels et al., 2010）。こ
の場合，新たな機器やソフトウェアなど専門家
の開発に患者が参加するというタイプ（Boyd-
Graber et al., 2006；Piper et al., 2006；Wu & 
Richards, 2005）もあれば，糖尿病などの慢性
疾患（Kanstrup et al., 2008）や乳癌など予後
長期間 QOL 向上のために戦わなければならな
い患者に対する支援（Ballegaard et al., 2008；


























ムが設立されている 2）。また，米国 University 
of Pittsburgh Medical Center は Patient and 
























































































（Jones et al., 2015；Trainer et al., 2016）であ
る。この手法はオープンデータ活用のような社
会課題（van Waart et al., 2015）やアートなど











































武田薬品工業 ・Co-Create Knowledge for Pharma Innovation with Takeda （COCKPI-T）・ Recruit Innovative Ideas to Generate Original Targets Takeda（RINGO-T）
大日本住友製薬 ・PRISM









































































































































との協働による Open Collaborative Innovation
（Baldwin & von Hippel, 2011）の実現にも寄与
している。






































































innovation.com/（2016 年 6 月 10 日閲覧）。
３） センターのウェブサイト：http://www.pfcc.org/
（2016 年 6 月 10 日閲覧）。
４） ヘルメット潜水株式会社ウェブサイトの製品紹
介 ペ ー ジ　http://www.cloz.co.jp/yutanpo.html
（2016 年 9 月 17 日閲覧）。
５） オーラルピース製品紹介ウェブサイト http://
oralpeace.com/lineup（2016 年 9 月 17 日閲覧）。
６） 千葉氏メールインタビュー（2016 年 5 月 11 日）。
７） 千葉氏メールインタビュー（2016 年 5 月 11 日）。
８） 千葉氏メールインタビュー（2016 年 5 月 11 日）。
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